
第第８８回回畜畜産産衛衛生生にに関関すするる帯帯広広ワワーーククシショョッッププ    
 

「「高高泌泌乳乳牛牛のの卵卵巣巣生生理理学学：：  

卵卵胞胞とと黄黄体体のの基基礎礎研研究究とと臨臨床床現現場場をを結結ぶぶ」」  
 

○ 日時： 平成１９年１１月１７日（土） ９：００～１７：００ 

○ 場所： 帯広畜産大学 講堂    

○ 英語講演は通訳付き、和訳総説を含むカラー印刷資料を無料配布、参加費無料 

 

 

11..  （（99::0000--99::0055））：：ははじじめめにに                                                                  宮宮本本  明明夫夫  （（帯帯広広畜畜産産大大学学））  

  

22..  （（99::0055--1100::5555））：：卵卵胞胞発発育育、、卵卵胞胞選選抜抜、、排排卵卵のの生生理理学学：：分分娩娩後後のの無無排排卵卵とと卵卵胞胞膿膿腫腫へへ移移行行すするる機機序序  

  DDrr..  AAhhmmeett  GGuummeenn  ((BBuurrssaa,,  TTuurrkkeeyy))    

通通訳訳：：片片桐桐  成成二二  （（北北海海道道大大学学））  

    

    33..  （（1111::1100--1122::1100））：：黄黄体体形形成成、、維維持持、、退退行行のの生生理理学学：：PPGGFF 無無反反応応性性かからら PPGGFF 反反応応性性のの内内分分泌泌器器官官へへ  

  宮宮本本  明明夫夫  （（帯帯広広畜畜産産大大学学））  

  ******  昼昼食食（（1122::1100--1133::3300））******  

  

44..  （（1133::3300--1144::2200））：：乳乳牛牛のの授授精精開開始始ははいいつつががよよいいののかか？？  

      １１))  経経産産牛牛：：分分娩娩後後のの授授精精開開始始ははいいつつ頃頃がが良良いいののかか  ～～  『『11 年年 11 産産』』へへのの疑疑問問  

      ２２))  育育成成牛牛：：月月齢齢優優先先  vvss..  発発育育優優先先  ～～  初初産産分分娩娩月月齢齢ととそそのの後後のの繁繁殖殖  

山山田田  恭恭嗣嗣  （（根根室室地地区区 NNOOSSAAII 標標津津家家畜畜診診療療所所））  

  

55..  （（1144::3300--1155::2200））：：卵卵巣巣静静止止のの治治療療ににつついいてて  

      １１))分分娩娩後後、、授授精精待待期期間間がが過過ぎぎててもも卵卵巣巣静静止止のの牛牛へへのの治治療療法法はは？？  

      ２２))卵卵巣巣静静止止ははホホルルモモンン剤剤のの単単独独治治療療でで発発情情誘誘起起ででききるるののかか？？                              

          ププロロググララムム的的なな治治療療がが必必要要かか？？  

      ３３))オオブブシシンンククののGGnnRRHHにに反反応応ししてて、、正正常常なな黄黄体体形形成成ににいいたたるる卵卵胞胞のの大大ききささははどどののくくららいいかか？？  

武武田田  休休史史  （（道道南南 NNOOSSAAII  損損防防指指導導室室））  

  

66..  （（1155::3300--1166::2200））：：臨臨床床現現場場ににおおけけるる黄黄体体機機能能評評価価法法とと妊妊娠娠成成立立のの条条件件  

      １１))生生理理的的条条件件ににおおけけるる黄黄体体ササイイズズ（（直直径径、、体体積積、、発発育育速速度度ななどど））とと黄黄体体ホホルルモモンン  

                        濃濃度度かかららみみたた妊妊娠娠成成立立のの条条件件  

      ２２))AAII 後後のの LLHH 製製剤剤投投与与にによよるる受受胎胎率率向向上上効効果果  

鈴鈴木木  貴貴博博  （（北北海海道道 NNOOSSAAII 企企画画研研修修部部研研修修課課））  

  

77..    （（1166::3300--1177::0000））：：総総合合討討論論                          木木田田  克克弥弥（（帯帯広広畜畜産産大大学学）），，片片桐桐  成成二二  （（北北海海道道大大学学））  

  

懇懇親親会会（（1188::0000--2200::0000））  十十勝勝ビビーールル：：会会費費￥￥３３，，００００００    

 
コーディネーター ： 宮本 明夫  （帯広畜産大学大学院畜産衛生学専攻） 
E メール: akiomiya@obihiro.ac.jp TEL: 0155-49-5416 FAX: 0155-49-5459 
主催： 文部科学省 「魅力ある大学院教育イニシアティブ」プログラム 
後援： 十勝獣医師会 


